
 

     

 

平成２８年１１月１日発行 

木 葉 昭 和 児 童 園 

芸術の秋、実りの秋、食欲の秋、スポーツの秋。秋は素敵な季節です。 

先月は運動会や、玉東教育の日合同音楽会、バス遠足などの大きな行事が行われました。運動会では心配し

ていた雨も降ることなく、全競技を園庭で行うことが出来ました。皆さまの応援を背に、子どもたちは、持っ

ている力を十分に発揮し、最後まで笑顔溢れる運動会になりました。準備や片づけなど、保護者の皆様にもご

協力頂き、ありがとうございました。２１日に玉東中学校で行われた、保・小・中合同の音楽会では、年長組

さんが、合唱や、メロディオンを演奏し、演奏後は、大きな拍手を頂きました。午後からは、レクレーション

も行われ、保・小・中混合の縦割り班で、じゃんけんゲームなどを楽しみました。園では一番上のクラスのふ

じぐみさんも、小学生・中学生のお兄さん・お姉さんと手をつなぎ遊んでもらっだり、お話をする中で、小学

校・中学校への期待が膨らんだように思います。そして、秋のバス遠足では、お友だちや、下のクラスのお友

だちと手をつないで動物園を散策しました。色んな動物の生態を観察したり、お弁当の時間には、きれいに彩

られたお弁当を「見て、見てー！」と見せ合って喜んで食べたりと、楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

さて、様々な行事を通してたくさんの経験をした子どもたち、以前は小グループで遊ぶ姿が多く見られてい

ましたが、最近はクラス全体で遊ぼうという姿勢がよく見られるようになりました。園庭でも各クラスで一つ

のゲームを楽しむ姿が見られます。また、乳児組さんも出来る事がたくさん増え、先生の手を借りずに頑張ろ

うとしている姿が見られ、色々なところで子どもたちの成長を感じる事が出来ます。今月も行事を通して子ど

もたちの成長を見守り、豊かな感性を育てていけたらと思います。ご協力よろしくお願いします。 

 

保育目標 

ふじ組：勤労感謝の日を通して、人との関わりを深め、社会に関心を持つ。 

きく組：秋の自然に親しみ、友達を思いやり仲良く遊ぶ。 

もも組：秋の自然の中で、お友達と一緒に過ごす。 

乳児組：秋の自然に親しみ、戸外で元気に遊ぶ。 

 

  

1日  身体測定 

４日  体育指導・芋ほり 

１１日  避難訓練 

１５日  七五三音楽礼拝 

１６日  報恩講 

１７日  誕生会 

  １８日  体育指導 

２１日  職場慰問 

２２日  消防フェスティバル 

（年長児のみ） 

２８日  人形劇観劇会 

（ききみみ頭巾） 

２９日  交通安全教室 

≪ふじ組≫ ☆ ４日 １名 
☆ ９日 １名 
☆１２日 １名 

≪きく組≫ ☆１２日 １名 
☆２９日 １名 

≪もも組≫ ☆２２日 １名 
≪はす組≫ ☆ ７日 １名 
      ☆ 8日 １名 
      ☆１８日 １名 
      ☆２７日 １名 
≪すみれ組≫☆ ９日 １名 

 

 

 

勤労感謝の日（23日） 

は、元気に働けることや、 

働いてくれる人がいることに感謝をす

る、国民の祝日です。働くことでみんな

の生活があるということを感じられるよ

うになってほしいですね。働いているお

父さん・お母さんや周りの人に「ありが

とう」と感謝の気持ちを伝えられるように

しましょう。園では、来る２１日（月）

に、町庁舎や、公共機関へ職場慰問を行

います。日ごろお世話になっている方々 

 に感謝の気持ちを込め、 

花束を届けようと思って 

おります。 

☆☆お願い☆☆ 
朝夕めっきり寒くなりました。 

しかし晴れた日には、園庭で元気いっぱ

い活動するため、汗をかいてしまいます。

朝は、カーディガンや、ベストなど子ど

もたちが着脱しやすい服装で登園して頂

きますようお願い致します。また、室内

の活動で使うスモッグも、長袖のものに

衣替えをされたお子さんが多いようです

が、首元や、袖のゴムが緩くなっている

お子さんもいるようです。戸外で使う帽

子のゴムひもと一緒に緩くなっていない

か確認をお願いします。また、冬服の名

前が消えていないかも確認をお願い致し

ます。 

 

すくすく子育て Q&A 

Q子どもの人見知りが激しく、知らない場所や人に会うと泣き出したり、母親から離れなくなってしまいます。 

 

A 人見知りの強さは個人差があるようです。まずはしっかりと抱っこしてあげて恐怖心を和らげてあげるこ

とが大切だと思います。「遊んで来たら？」「挨拶は？」など、急に関わりを強要されたら怖くなってしま

うことがあるので、無理に人の中にいれようとしない方が良いかもしれません。お母さんに守られている

という安心感を持つことにより、少しずつ知らない人、知らない場所に関わっていけるようになるでしょ

う。大人にとっては知っている場所・人でも、子どもにとっては知らない場所・人になります。「ここはお

母さんが知っているところだよ」「この人はお父さんのお友だちだよ」などと前もってお話しておくことも

安心につながると思います。大人でも知らない場所や環境に遭遇すると緊張したり不安になったりします。

子どもが安心できる環境、雰囲気を作ってあげることが大切かと思います。 

 


